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今月の聖句 

主よ、お話しください。             

しもべは聞いております。       

5月 6月は、天地の創造物語とノア

の箱舟、バベルの塔の話を学びまし

た。神がこの世界を創造された。ア

ダムとイブが最初の人間として創造

されたがエデンの園を追放されまし

た。神を信じないで争っている世界

に失敗したと感じた神がノアの家族

以外を洪水で滅ぼされます。しかし

二度とこんなことはしないと約束

し、人々は新たな出発を迎えます。

ところが時代が過ぎていくと人々は

神を忘れて自分たちを神のように思

うようになり、大きな塔を建てるこ

とにします。それを見た神は人々の

言葉を乱して混乱させて建設を断念

させます。これらの物語を通して神

との約束を守ることを考えました。

今月はサムエル預言者について学び

ます。イスラエルはもともと、唯一

の神を信じる 12部族の連合体として

始まりました。約 400年にわたって

12部族が同じ信仰共同体として、神

に選ばれた士師と言われる指導者が

民を導いています。その時代の出来

事は「士師記」に記されています。 

しかし近隣の王国による侵略に対抗 
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するために、王を建てることを望み

ます。神は「私を信頼し神の言葉に

従いなさい」と王制に反対します。

民衆は納得しません。そこで神は

人々が王を持つことを認めるが、自

分たちが王を決めるのではなく、神

が選ぶ王を受け入れることを条件と

しました。神と民との仲介に立てら

れたのがサムエルです。      

今月の聖句はそのサムエルの子ども

の頃の逸話に出てくるとても有名な

言葉です。サムエルの両親はエルカ

ナとハンナと言います。とても愛し

合った夫婦でしたが子どもがありま

せん。どうしても子どもが欲しいと

神に祈ります。とても熱烈な祈りで

周囲から見ると、酒に酔っているよ

うに見えたくらいです。神は彼女の

祈りを聞き入れ子どもを授けます。

それがサムエルです。当時の常識で

は不妊の女性は神に見捨てられたと

考えられていました。不妊女性が身

籠もった。それは「神は決して弱い

人や不幸な人を見捨てない」という

メッセージです。不妊の女性が妊娠

する話は沢山聖書に出てきます。聖

母マリアはその代表です。歴史的な

事実があったかどうかではなく、神

はどういう方であるか。貧しく小さ

くされた方を大切にする方だという

ことを伝えているのです。人々は神



の約束を守れば神は祝福してくれる

と考えていました。それは良いので

すが、反対に貧しい人、障がいがあ

る人、孤児や寡婦、不幸せと思える

ような生活をしている人はみな何か

をして神から祝福ではなく、呪いを

受けたのだ。自分たちがそんな人と

関わって呪われることがないように

しようと考えたのです。それは 1000

年以上続きます。今でもそんな思い

の人は多いかも知れません。律法の

書には神は小さくされた人を愛する

と規定しています。「神は孤児と寡

婦の権利を守り、寄留者を愛してパ

ンと衣服を与えられる方だ。（申命

記 10：17）」「あなたは寄留者や孤

児の権利を侵してはならない。寡婦

の衣服を質に取ってはならない。

（申命記 24：17）」神が私たちに求

めておられることは、この社会の中

で弱く、打ちのめされた人を放置し

てはならない。自己責任だと切り捨

ててはならない。神に創られた大切

な存在として受け止めて生きなさ

い。ということです。神と隣人を愛

しなさいという大切な掟があります

が、隣人を愛するとは小さき者にど

のように向かい合うかという事で

す。神は日々私たちに向って語りか

けて、今日も神の思いに従って生き

る様にと求めています。しかし実際

はそんなことを考えないで、自分が

豊かになることを考えよう。小さい

者を踏み台にして、のし上がろうと

考えます。その心が世界に広がれば

戦争になっていくのです。          

アダムとイブが追放されたのは何故

か。神との約束を守らなかったか

ら。ノアが正しい人と言われるのは

何故？サムエルが仲介者となったの

は何故か。それは神の言葉に忠実で

あったから。別にこんな昔話があり

ましたということを話しているわけ

ではありません。子どもたちが成長

する中で何を大切にしようかと考え

てくれる材料になればと考えていま

す。私たちは自分の力で何でもでき

ると錯覚しています。神なんか、目

にも見えない、語りかけると言って

も果たして神の声かどうか何てどう

して分かるのでしょうと人は言いま

す。神はわたしたちを創造しこの世

界に生きる人が、全員、誰も漏らさ

れることなく大切にされる。見捨て

られることはないということを学ん

で欲しいと願っています。互いに愛

し合って欲しい。そのことをいつも

忘れないように神からの呼びかけを

聞いて欲しいと思います。わたした

ちはどんな生き方をする事が求めら

れているのか。神の言葉を聞いて、

それに従っていくこと。その生き方

はとても大変ですが、諦めない子ど

もに成長して貰いたいと願っていま

す。 



暑さに向って 

園長 大畑喜道 

梅雨に入りました。6月は昨年に比べると梅

雨らしい天気で、暑さもそこそこだったと

聞きました。しかし一度雨が降ると大雨で、

線上降水帯の情報が出たり、シトシトと降

っていると言うよりも降るときは大雨、天

気の時は真夏の太陽という感じがします。

太陽が顔を出すと本当に熱くなります。今

年の夏も酷暑なのでしょうね。今年、熱中症

対策としてベランダと教会側のテントにミ

ストシャワーを設置しました。先日、試運転

を行ないました。子どもたちが出てくるミ

ストに大はしゃぎ。あっという間に涼しく

なります。大人たちは肌の保湿になると顔

を近づけてみたりしました。砂場の周囲か

らも出るようになっています。これで少し

でも子どもたちを守ることができればと思

っています。 

今年もプールが始まりました。昨年新しい

プールに買い換え、設置も非常に楽にする

事ができました。事故やけががないように

細心の注意を払っています。子どもたちは

新しくプールバックを買って貰ったことが

嬉しいのでしょう、朝、通園してくると「良

いでしょ」「可愛いでしょ」と見せてくれま

す。プールがあるからぐずらないで登園す

る子、ちょっと不安な子と色々です。全員が

ワクワクするようになるプログラムはなか

なかできません。さてこどもたちは思いが

けない行動をします。ある意味、大人が考え

ないようなことをするのは挑戦であり、冒

険です。あれもダメ、これもダメと先回りし

て停止していたら、折角の子どもたちの想

像力も挑戦しようとする気持ちも萎えてし

まいますし、何よりも楽しくありません。少

し位のいたずらは許されるでしょう。危険

がないように見守り、そっと手を添えてい

くことができる保育者になっていってもら

いたいと願っています。夏休みのお預かり

でもプールで遊べると良いのですが、どう

しても保育者の数が、安全な保育を担保で

きないのが現状です。雨の日が続いたりし

て何日楽しくできるか分かりませんが、で

きるだけプールで楽しく遊んで貰いたいと

思います。一学期も終わりに近づいていま

す。ちゅーりっぷ組さんには大きなイベン

ト、お泊まり保育が待っています。今年はど

んなお泊まり会になるのでしょう。今から

楽しみです。 

 


